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1. 緒言

競技現場では，選手の競技力向上や指導者のコーチン
グ行動の強化などを目的としてビデオを用いる実践が多
い（Ives et al., 2002）。たとえば，戦術分析やパフォー
マンスの評価といったフィードバックの道具として使用
されている（More and Franks, 1996 ; McGinnis, 2000）。
下園（2007）は，このような競技現場におけるビデオ映
像の活用法について，大きく 2つの実践的方法があると
述べている。1点目は，個人の動きに着目してトレーニ
ングや試合のビデオを観察することである。この方法に
は，選手が自分自身のプレイについて，いち早く確認し，
修正できるというメリットがある。2点目は，個人の動

きに着目することに加えて，チームのプレイ分析や戦術
分析においてビデオ映像を活用することである。チーム
にいるテクニカルディレクター等の競技特性を熟知した
専門家がビデオ映像を分析し，その分析から得られた情
報を駆使して自チームや対戦相手の特徴を明らかにする
ことで，チームの戦力向上に貢献できると考えられてい
る。一方で，ビデオ映像は必要な場面を「繰り返し」提
示できるという利点ももっている（兄井 , 1998）。この
ようなビデオ映像の「繰り返し」の利点を活かしたトレー
ニング方法として，Vickers et al.（1999）の提唱してい
る，認知的トレーニングがある。認知的トレーニングと
は，競技場面における，ある特定状況のビデオ映像を繰
り返し観察することによって，相手が次に起こす行動を
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予測し，その予測に対して選手自身がどのような行動を
起こすかを意思決定するというトレーニングであり，ス
ポーツ特有の心理的スキルを高める手法としてしばしば
使用されている。この認知的トレーニングは，いくつか
の実証的研究において，選手の予測力や意思決定力の改
善に効果的であることが報告されている（Williams and 
Grant, 1999 ; Magill, 2001）。このように，ビデオは，競
技者の認知面のトレーニングに効果的であることが認め
られてきている。
ところで，近年，こうした従来のビデオの活用方法に

加えて，選手の試合に対する“自信”や試合に対する意
欲のこと，つまり，“やる気”を一時的に高めるものと
してのビデオ，すなわちモチベーションビデオというも
のが注目されている。モチベーションビデオとは，試合
前に一時的に選手の自信ややる気を高めることを目的と
して作製されるビデオのことであり，一般に選手自身の
良いプレイの映像とやる気の高まる音楽を組み合わせて
構成されている。たとえば，永尾（2003）は大学サッカー
チームに対して，モチベーションビデオを用いた，選手
のやる気の向上を目的とした実践的研究を行っている。
この研究で用いられたモチベーションビデオは，研究者
がやる気の高まる音楽や選手の良いプレイを選択し，1
本のビデオに編集したものである。このモチベーション
ビデオによるチームへのサポートを行った結果，モチ
ベーションビデオを視聴させた 7試合の勝敗が，6勝 1
敗だったのに対し，視聴させていない 5試合では，2勝
2 敗 1 分であった。このことから，モチベーションビデ
オが試合の結果に対して効果がある可能性が示唆され
た。また，山﨑ほか（2006）も，中学生女子バドミント
ン選手に対して，練習場面においてモチベーションビデ
オを継続的に活用した研究を報告している。この研究で
は，永尾（2003）を参考に，チームに対して 1本のモチ
ベーションビデオを作製し，練習前に視聴させた。その
結果，選手の内省報告より，モチベーションビデオ視聴
によってポジティブな心理的効果が認められた選手は，
練習内容に対する自分自身の明確な目標を持ち，自分自
身のプレイのポジティブな面への気づきを高めていたこ
とが明らかになった。加えて，これらの選手は，肯定的
な情動を感じることができていた。一方で，モチベーショ
ンビデオによってネガティブな心理的効果があった選手
は，練習内容に対する否定的な考え方や，自分自身のプ
レイに対するネガティブな面への気づきを抱き，否定的
な情動のみを感じていたことが確認された。このように，
いくつかの研究でモチベーションビデオの効果は検証さ
れている。しかしながら，どのような心理的側面に効果

が認められるのかについては必ずしも明確にされている
とはいえない。その原因の 1つとして，これまでのモチ
ベーションビデオの研究（永尾 , 2003; 山﨑ほか , 2006）
では，基礎となる理論が十分に検討されていなかったこ
とがあげられる。
そこで，本研究では，モチベーションビデオの効果の
検証に際し，基礎となる理論として， Dowrick（1991, 
1999）の self-modeling 理論を適用することとした。
Self-modeling 理論の起源は，1970 年代初頭（Creer and 
Miklich, 1970）といわれているが，障害児教育や臨床心
理学領域の中で発展してきた理論であり（Hitchcock et 
al., 2003)，自己の成功行動を観察することが，自己の適
応行動を生み出すと仮定されている。たとえば，
Dowrick and Hood（1978）は，選択的無言症の男女 2
名を対象に，学校での会話場面と家での会話場面の両方
について，self-model（自己モデル）と peer-model（他
者モデル）のビデオを作製し，交互に繰り返し観察させ
た。その結果，self-model を観察したときのほうが，学
校での会話数に顕著な向上がみられたと報告している。
このほかにも，self-modeling 理論に関する研究は数多
く行われ，self-modeling 理論に準拠した様々な介入方
法（オーディオテープ・写真・ビデオなどが用いられて
いる）が提示されており，その効果も実証されている
（Daly, 1987 ; Pigott and Gonzales, 1987 ; Holmbeck and 
Lavigne, 1992 ; Steinhausen and Juzi, 1996 ; Webber et 
al., 2004 ; MacDnald et al., 2005）。
一方，スポーツ心理学領域における self-modeling 理

論を用いた研究は，1990 年代にはじめられたようであ
る。ここで述べる self-modeling 理論を用いた研究は，
自分自身をモデリングすることによる映像のみの効果を
検討しているので，モチベーションビデオとして扱って
いるわけではないが，関連研究として非常に参考になる
といえる。例えば，Starek and McCullagh（1999）は，
大学の体育授業を対象に，成人水泳初心者のパフォーマ
ンスとセルフエフィカシー，不安といった心理変数を目
的変数として，他者の水泳パフォーマンスビデオの視聴
と自己の水泳パフォーマンスビデオの視聴との効果を比
較した。その結果，自己モデルのビデオを視聴した群は，
他者モデルのビデオを視聴した群よりも，セルフエフィ
カシーが向上し，水泳のパフォーマンスチェックリスト
による水泳パフォーマンス得点の向上が認められた。ま
た，Halliwell（1990）は，選手のハイライトビデオ（1シー
ズンの試合の良いプレイのみを編集してまとめたビデ
オ）が，ナショナルホッケーリーグの選手におけるモチ
ベーションやセルフエフィカシーを向上させたと報告し
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ている。他にも self-modeling 理論に準拠したビデオの
研究は行われており，心理的側面，またはパフォーマン
スの向上効果が報告されている（Maile, 1985 ; Mary 
and Douglas, 1993 ; Ram and McCullagh, 2003）。
しかしながら，これらの先行研究の多くは，体育の授

業を受講している大学生や競技レベルの非常に高いトッ
プアスリートを対象としており，一般的な競技者を対象
とした研究はあまりみられないため，汎用的使用への発
展はあまり考えられていない。加えて，トップアスリー
トを対象としたMaile（1985）や Halliwell（1990）は，チー
ムのコンサルティングの観点から選手をリクルートする
ために，ハイライトビデオ等を使用しているため，科学
的に実証されたものではないといえる。また，これらの
先行研究は，心理的側面の変化のみ，またはパフォーマ
ンスの向上のみを検討したものがほとんどであり，心理
的側面およびパフォーマンス側面の両方を同時に扱った
研究はごくわずかである。 
本研究の意義として，これまでのモチベーションビデ

オを扱った研究（永尾 , 2003; 山﨑ほか , 2006）では，明
確な理論的背景が存在しなかったが，本研究では，self-
modeling 理論に準拠するという方法でモチベーション
ビデオを作製したため，理論に則っている研究といえる
だろう。特に，self-modeling 理論に準拠したビデオ研
究やモチベーションビデオ研究の先行研究では，ビデオ
作製の際に，一般的に研究者が映像を選択して，ビデオ
作製をしている。そのため，研究者がよいと思うプレイ
と選手がよいと思うプレイに相違がある可能性が指摘さ
れている（山﨑ほか , 2006）。本研究では，選手自身に
試合映像や音楽を「自己選択」させる手続きをとってい
るため，研究者と選手のよいプレイに対する認知の相違
がなく，先行研究より精度の高い研究と考えられる。ま
た，先行研究では，実際の試合場面を対象に行った研究
はあまりみられないのに対し，本研究では，実際の試合
場面を対象にモチベーションビデオの効果を検証するた
め，生態学的妥当性が高い研究といえるだろう。以上の
ことを鑑み，本研究では，汎用的使用への発展を考え，
一般的な競技者として大学の体育会バドミントン部（K
リーグ 1 部）に所属する学生競技者を対象に，self-
modeling 理論に準拠して作製されたモチベーションビ
デオを試合直前に視聴させ，セルフエフィカシー，モチ
ベーションといった心理的側面や競技パフォーマンスを
向上させることができるのかを検証することを目的とし
た。

2. 方法

2.1. 調査対象者

K大学体育会バドミントン部（Kリーグ 1部所属）の
レギュラー選手 10 名（平均年齢 20.2 ± 1.13 歳，平均競
技年数 7.0 ± 2.75 年）を実践介入群，非レギュラー選手
8名（平均年齢 19.5 ± 0.76 歳，平均競技年数 6.3±3.58 年）
を実践非介入群とした。ここでは，レギュラー選手とは，
団体戦に出場する選手であり，非レギュラー選手は団体
戦には出場しない選手とする。対象者はすべてリーグ相
当の競技レベルを有していた。なお，レギュラー選手を
介入，非介入の 2つの群に割りつけることは倫理的に好
ましくなく，また，チームの意向内容とも合わなかった
ため，非レギュラー選手を実践非介入群とした。調査は
2005 年 5 月に行われたリーグ戦の初戦および 2試合目
を対象とし，試合開始前を利用して集団実施された。

2.2. 心理的測定尺度

競技場面での self-modeling による心理的な効果を測
定するには，目的や状況に特化した，選手にあまり負担
をかけない簡便な尺度を作成する必要がある。そこで，
本研究においては，猪俣（1996）の作成した心理的コン
ディション診断検査（Psychological Condition Inventory 
: PCI）を基に，簡易版尺度の作成を試みた。尺度作成
のための調査（PCI の実施）の対象者は，F県内大学体
育会運動部に所属する選手 378 名（平均年齢 19.9±1.05
歳）であり，2005 年 1 月－ 2 月に調査を行った。すべ
ての調査は，部活動の時間の一部を利用して強制速度法
にて集団実施された。回答を求めた PCI の下位尺度 59
項目に対し，最尤法プロマックス回転による探索的因子
分析を行ったところ，猪俣（1996）とほぼ同様の因子構
造が得られた。このように，PCI の開発から約 10 年たっ
た時点での競技選手の心理的コンディション構造に大き
な変化はないようであり，PCI の項目の利用に問題はな
いと考えられる。また，self-modeling ビデオの効果を
検討している先行研究では，心理的変化として，セルフ
エフィカシーやモチベーションがしばしば扱われてい
る。そこで，PCI の 7 下位尺度より，セルフエフィカシー
の側面として「技術効力感」と「競技失敗不安」を，モ
チベーションの側面として「一般的活気」と「闘志」を
とりあげることにした。この 4下位尺度に含まれる項目
の中から，各項目と各尺度得点で相関の高かった上位 4
項目を精選し， 4 下位尺度 16 項目からなる「PCI for モ
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チベーションビデオ」を作成した（表 1参照）。とりう
る得点範囲はそれぞれの下位尺度において 4―20 点であ
り，「一般的活気（α=.87）」，「技術効力感（α=.79）」，「闘
志（α=.76）」は得点が高いほど，「競技失敗不安（α=.81）」
は得点が低いほど好ましい心理状態であるとみなされ
る。また，検証的因子分析の結果，適合度指標は
GFI=.91，CFI=.90，AGFI=.86，RMSEA=.08 を示して
おり，すべて十分な値を示した。加えて，すべての標準
偏回帰係数で有意な値を示しており，これらのことから，
構成概念妥当性が確認されたといえる。以上の結果より，
「PCI for モチベーションビデオ」は，信頼性・妥当性を
備えた尺度であり，また，関連先行研究を踏まえて作成
された尺度であるため，モチベーションビデオの心理的
効果を十分に測定しうる尺度であると考えられる。
この尺度を用いて，心理的側面の測定は，実践介入群，

実践非介入群の双方に対して，試合会場入り時と試合直
前（試合開始 5分前）に 2回行った。実践介入群におい
ては，第 2回調査の直前に，モチベーションビデオを視
聴した。加えて，試合終了後に実践介入群の選手からモ
チベーションビデオについての内省報告を収集した。
 

2.3. パフォーマンス測度

本研究では，パフォーマンス測度として，個人のショッ
トパフォーマンス，すなわち成功ショット率を用いた。
成功ショット率（%）は，介入対象となった選手個人の

ショットについて，ミスショットを「バックバウンダリー
ラインまたはサイドラインのアウトショット」「ネット
にかけるフォルトショット」と定義したうえで，（全
ショット数－全ミスショット数）／全ショット数×100
として算出した。パフォーマンス測度については，実践
介入群の選手を対象としたことから，モチベーションビ
デオの視聴有無の比較検討を行うために，リーグ戦の初
戦をビデオ視聴なし，2試合目をビデオ視聴ありとして，
ビデオ撮影を行い，成功ショット率を算出した。

2.4. モチベーションビデオの内容

モチベーションビデオは，実践介入群の選手のプレイ
をデジタルビデオカメラ（SONY Handycam DCR-HC40
使用）で撮影し，この映像を用いて，各選手に対して個
別に作製された。このビデオはすべて視聴する選手自身
の映像で構成されている。編集にはMacintosh 用の映
像編集ソフト（i Movie ver 5.0.2）を使用した。先行研
究（山﨑ほか , 2006）において，選手が考えている良い
プレイと研究者が考えている良いプレイにおける認知の
相違があると指摘されていることを踏まえて，本研究で
は，ビデオを編集する際に，選手自身に自分が良いと思
う自分自身のプレイを選択させることとした。Dowrick 
and Jesdale（1990）や Haliwell（1990）は，自己選択的
な映像や音楽が気分・情動の肯定的な変容をもたらすと
報告しており，これらのことからも，選手自身に良いプ

表 1．PCI for モチベーションビデオの各項目内容と因子負荷量

.91

.90

.67

.65
.83
.73
.64
.60

.71

.70

.68

.55
.87
.73
.65
.64

Note.
PCI 7

4 4
 4 16 PCI for
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レイを選択させ，その映像を編集することは妥当な考え
であると考えられる。また，永尾（2003）を参考に，よ
り動機づけを向上させるようなビデオにするため，すべ
てのモチベーションビデオに，プレイの映像に加えて，
選手の選択した音楽を挿入した。実践介入群の選手は，
このように作製されたモチベーションビデオを試合直前
（約試合 5 分前）に視聴した。Dowrick（1991）は，ビ
デオの長さについて，2－ 5 分程度が対象者の負担を少
なくすることができ，かつ最大限の効果を引き出すこと
ができると報告していることから，本研究においても，
1つのモチベーションビデオは，3－5分程度で作製した。
これらのモチベーションビデオは，Apple 社製の i Book
（14 インチ）を用いて再生した。

2.5. 統計処理

PCI for モチベーションビデオで測定された心理的側
面（4下位尺度）に対するモチベーションビデオの効果
を検討するために，群（2）×時間（2）の多変量分散
分析（MANOVA）を行った。また，パフォーマンスに
ついては，実際に試合に出場した実践介入群のみを対象
とし，直前にモチベーションビデオを視聴した試合（2
試合目）および視聴しなかった試合（初戦）における
ショットパフォーマンス成功率を算出した。本研究では，
成功ショット率が正規分布とみなすことができたため，
t 検定で比較することとした。また，試合場面での測定
のため，選手のコンディションがかかわってくると考え
られるが，初戦，2試合目ともに同一選手のパフォーマ
ンス測定であることに加え，選手からの口頭によるコン
ディション報告から，コンディションに差はないものと
考え，対応のある t検定による比較を行った。

3. 結果

3.1. 心理的側面へのモチベーションビデオの効果

PCI for モチベーションビデオで測定されるセルフエ
フィカシーやモチベーションといった心理状態は，試合
が近づくにつれて自然に向上する可能性があり，介入効
果と交絡することが予想される。そこで，本研究の対象
となる試合以前に実践介入群であるレギュラー選手が出
場した試合（1人 1 試合）について，試合会場入りおよ
び試合直前の得点を対応のある t検定により分析したと
ころ，PCI for モチベーションビデオの 4下位尺度すべ
てにおいて，試合会場入りと試合直前の間に有意な差は

認められなかった。つまり，本研究における実践介入群
の選手は，試合が近づくにつれてセルフエフィカシーや
モチベーションが向上する可能性は低いと考えられる。
また，実践介入群と実践非介入群の選手の試合直前の
データを対応のない t検定により分析したところ，すべ
ての因子で有意差は認められなかった。このことから，
試合時のセルフエフィカシーやモチベーションといった
心理的状態に，実践介入群の選手と実践非介入群の選手
とで差はないといえ，非レギュラー選手を実践非介入群
として設定することによる交絡の可能性は低いと考えら
れる。
そこで，モチベーションビデオの心理状態の効果を検
討するために，群（2）×時間（2）の多変量分散分析
を 行 っ た 結 果， 多 変 量 交 互 作 用 [Wilks’λ=.444, 
F(4,13)=4.071, p<.05] および多変量主効果 [Wilks’λ=.477, 
F(4,13)=3.569, p<.05] がみられた。各下位尺度ごとの一
変量分散分析の結果，一般的活気 [F(1,16)=6.866, p<.05]，
技術効力感 [F(1,16)=12.782, p<.01], 闘志 [F(1,16)=10.848, 
p<.01] で有意な交互作用がみられた。交互作用がみられ
た下位尺度において，単純主効果検定を行った結果，そ
れぞれの下位尺度において，会場入りと試合直前の時間 
[ 一般的活気（t=3.286, p<.01)，技術効力感 (t=4.107, 
p<.01)，闘志 (t=2.473, p<.05)] および試合直前の群間 [ 一
般 的 活 気（t=4.959, p<.001)， 技 術 効 力 感 (t=6.379, 
p<.001)，闘志 (t=6.723, p<.001)] で実践介入群が実践非
介入群よりも有意に高かった。また，競技失敗不安 
[F(1,16)=6.713, p<.05] で有意な時系列での主効果がみら
れた。そのため，時系列主効果の単純主効果検定を行っ
た結果，実践介入群のビデオ視聴の前後で有意な低下
（t=2.847, p<.05）がみられた（図 1）。

3.2. パフォーマンス側面へのモチベーションビ
デオの効果

実践介入群の中で，初戦および 2戦目の試合をビデオ
に完全に録画できた 7名を対象に，全ショットの成功率
に関して，モチベーションビデオ視聴有無で対応のある
t 検定を行ったところ，モチベーションビデオ視聴あり
のほうが，モチベーションビデオ視聴なしよりも有意
（t=3.121, p<.05）に成功率は高かった（図 2）。
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4. 考察

4.1. モチベーションビデオ視聴による心理的効
果とパフォーマンス向上への効果

本研究は，試合直前に self-modeling に準拠したモチ
ベーションビデオを視聴させることによる心理的変容と
パフォーマンス変容を検討することを目的として行われ
た。その結果，心理的側面では PCI for モチベーション
ビデオのすべての下位尺度において，実践介入群が実践
非介入群よりも有意な向上を示した。さらに，実践介入
群のショット成功率においては，モチベーションビデオ
視聴なしよりも，モチベーションビデオ視聴ありにおい

て有意に高い値が示された。このことは，試合直前に
self-modeling に準拠したモチベーションビデオを視聴
させることで，試合前の心理状態をより望ましい方向に
コントロールすることが可能になり，また，パフォーマ
ンスも向上する可能性を示唆している。このような効果
は，モチベーションビデオの作製手続きに依存している
かもしれない。すなわち，自分自身の良いプレイの映像
は，選手自身のプレイに対するセルフエフィカシーを高
め，競技失敗不安を低減させることにつながる可能性が
考えられるが，山﨑ほか（2006）の研究では，研究者が
良いと考える選手のプレイを選択しモチベーションビデ
オを作製した結果，心理的側面において統計的に有意な
効果がみられなかった。山﨑ほか（2006）は，この原因
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として，選手が考えている良いプレイと研究者が考えて
いる良いプレイに相違があるからではないかと推察して
いる。このことを考慮すると，介入者が映像を選択する
ことよりも，選手自身が良いプレイの映像を選ぶほうが，
セルフエフィカシーの向上や競技失敗不安の低減に有効
的であるといえるかもしれない。また，Dowrick and 
Jesdale（1990）や Haliwell（1990）も，自己選択的な
映像が気分・情動の肯定的な変容をもたらす可能性があ
ると報告している。このような先行研究の提案からも，
このモチベーションビデオを実践場面で効果的に活用す
るためには，その作製方法として「自己選択」というこ
とが重要な要素になっていると推察されよう。ただし，
本研究においては，映像に付加した音楽が，選手自身の
試合に対するモチベーションを高めることにつながった
可能性も否定できない。今後は，「自己選択」的な映像
や音楽がもつそれぞれの効果について，精査することが
必要であると思われる。

4.2. 心理的側面とパフォーマンスの相互関係

本研究では，モチベーションビデオ視聴によって，セ
ルフエフィカシーやモチベーションといった心理的側面
および成功ショット率でみたパフォーマンス双方の向上
が認められたが，このような心理的側面の向上とパ
フォーマンスの向上には，何らかの関係性があると考え
られる。たとえば，Starek and McCullagh（1999）は，
成人水泳初心者を対象とした self-modeling 映像を用い
た研究で，セルフエフィカシーの向上と水泳のパフォー
マンス得点の向上を報告している。また，Halliwell（1990）
は，動機づけや自信を高めるために作製した選手のハイ
ライトビデオを用いることで，パフォーマンス向上の可
能性を述べている。このように，先行研究からの示唆か
らも，モチベーションビデオを視聴することが，心理的
側面の向上を媒介して，パフォーマンス向上を導いてい
る可能性が考えられる。これらを明らかにするために，
今後は，self-modeling に準拠したモチベーションビデ
オの視聴による効果のメカニズムを示し，Baron and 
Kenny（1986）の提唱する媒介変数検証方法などを用い
て，より詳細に検証していく必要があるだろう。 

4.3. 本研究における限界と今後の課題

1）実践介入デザイン上の問題
本研究の問題点の 1つとして，対象とした試合が，個

人戦の試合ではなく，団体戦のみの試合であり，非レギュ

ラー選手は試合に出場していないことから，実践非介入
群のパフォーマンスデータを得ることができなかったこ
とが挙げられる。こうした問題は，研究上の問題点であ
ると同時に，競技現場で研究をすることの限界を示して
いると考えられる。こうした問題点を解決する方法とし
て，単一事例デザインのABABデザインを用いる方法
が考えられる。ABABデザインとは，ビデオ視聴前の
ベースライン期（1番目のA）において複数回の測定を
行い，ビデオ視聴期（1番目の B）における複数回の測
定の結果と比較し，第二のベースライン期（2番目のA）
においてビデオ視聴効果が消失してから，さらに第二の
ビデオ視聴期（2番目の B）を設ける方法である。こう
したデザインを用いることで，モチベーションビデオの
効果をより厳密に検討することが可能になるであろう。 

2）視聴タイミングの問題
実践介入群の選手からの内省報告として，「モチベー

ションビデオを視聴して，気分が高揚した。試合に関し
ても満足している」といったポジティブな意見があった
一方で，「モチベーションビデオを視聴する時間が試合
に近すぎ，気持ちが高揚しすぎて，パフォーマンスに関
してはから回りした気がする」といったネガティブな意
見もあった。このように，モチベーションビデオを視聴
することで，パフォーマンス向上は得られるものの，必
ずしもすべての選手が十分な満足感を得ているわけでは
ない。この原因としては，モチベーションビデオの視聴
が試合直前だったため，選手自身がどのようにプレイす
るかという考えをまとめられず，また，覚醒が高くなり
すぎたまま，試合に入ってしまった可能性が考えられる。
このように，選手の内省報告の分析から，モチベーショ
ンビデオを視聴させるタイミングを変えることで，より
望ましい心理的効果が期待できることが推察される。今
後は，視聴させるタイミングを考慮してモチベーション
ビデオの効果を検討していく必要があるだろう。
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